
「
治
議
報
」

登
載
の

「
佳
人
奇
遇
」

に
つ
い
て

ぴ〉

，者，
rn 

安

戊
戊
維
新
以
前
に
お
い
て
は
、
…
i
u

内
務
Mmし
を
主
催
し
て

を
推
進
し
、
戊
戊
政
援
設
生
後
、

日
本
に
亡
命
し
て
か
ら
は
、

等
を
創
刊
し
て
政
治
思
想
の
改
良

る
と
共
に
、

寸
十
c
j
ヨ
「
↑
工
入
日
一

ご
一
一
一
げ
ほ
ク
ィ
。
斗
メ
口
一
.

、
押
す
じ
ヨ
「
ト
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入門
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て
、
晩
泊
の
政
治
思
想
及
び

ηJ
ル
ド
一
再
こ
討
し
、

/し

4
1
4
t
j
A作
、

f
t
メ
~
J
-

い
に
寄
興
し
た
染
除
起
の

に
占
め
る
重
要
な
役
割
に
つ
い
て
、
同
氏

論
を
挿
む
人
は
少
な
い
と
思
う
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の

に
つ
い
て
、
未
だ
解
明
さ
れ
な
い
黙
が
か
な
り
あ
る
よ
う
に
思
え
る
c

こ
こ
で
論
じ
よ
う
と
す
る
光
緒
二
十
四
年

/'¥ 

-
k
f
u
-
-
、、/

/
ふ
ノ
/
」

月

日
創
刊
の

明
か
ら
光
一
緒
二
十
六
年
一
月
十
一
日
夜
行
の
同
誌
第
三
十
五
加
に
か
け
て
謬
載
さ
れ

た
東
海
散
士
〈
柴
同
部
)
著
政
治
小
説

の

も

梁
啓
超
に
つ
い
て
の
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な

、.、L
V

び〉

つ
で
あ
り
、

の
文
翠
及
び
思
想
、
引
い
て

の
文
印
字
を
理
解
す
る
上
に
お
い
て
の
貴
重
な

資
料
の
一
つ
で
あ
る
と
思
う
。

本
論
文
に
お
い
て
は
、
特
に
そ

に
つ
い
て
、

つ
ま
り
誌
が
、
何
時
、
何
患
で
、
何
故
こ
の
日
本
の
政
治
小
説
「
佳
人
之
奇
遇
」
を
誇

す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
に
つ
い
て
論
考
を
加
え
て
見
た
い
。

の

は
、
ど
の
よ
う
に
均
一
持
さ
れ
、
そ
の
誤
植
・
名

e

M
刊
攻
・

j

f

 

に
関
す
る

は
、
ま
た
別
の
楼
曾

こ
と
に
す
る
つ
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A
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、

A
λ
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qノ

の
第
一
加
を
ひ
ら
い
て
意
外
に
思
う
こ
と
は
、

の
と
こ
ろ
に
は
、

骨
骨
誇
印
政
治
小
説
序

/~ 
兵ム、

@
政
治
小
説
伎
人
奇
混
在

と
あ
っ
て
、
ぺ
誇
印
政
治
小
説
序
」
に
は

mm稔
超
の
競

が

て
い
る
け
れ
ど
も
、
で
政
治
小
説
佳
人
奇
遇
各
一
」
に
到
し
で
は
、

係
作
者
柴
四
郎
の
披

が
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
評
者
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い

本
文
の
と
こ
ろ
を
ひ
ら
い
て
見
る
と
、

と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、

や
は
り
誰
が
中
文

た
か
に
つ
い
て
は
記
し
て
い
な
い
c

一
知
以
降
の
日
銭
に
な
る
と

東
海
散
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⑨
政
治
小
説
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っ
て
、

は
、
他
の
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た
は
欄
名
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
お
り
、

文
の
と
こ
ろ
に
は
、

て
お
ら
ず
、
見
出
し
無
し
で

ら
れ
て
い
る
心
こ
れ
ば
将
来
そ
の
ま
ま
単
行
本
と
し
て
利
用
で
き

る
た
め
の

と
思
う
じ

こ
の
よ
う
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、

の
中
一
一
日
裁
を
凡
一
た
限
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に
お
い
て
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こ
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。
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績
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衣
日
本
文
型
的
介
向
上
、
他
也
是

位
向
路
先
鈴

と

と

る
と
見
な
し
て
い
る
。

の
二
本
を
翠
げ
て
お
り
、
民
間
間
以

後
の
出
版
に
な
っ
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い
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。

て
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な
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に
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い
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一
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た
の
は

こ
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た
も
の
と
忠
わ
れ
る
三
し
か
し
、
私
は
こ
れ
ら
の

な
い
の
で

載
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と

に
依
る
か
を
部
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し
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い
の
で
あ
る
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と
を
梁
啓
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誇
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た
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は
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一
ペ
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ジ
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披

し
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い
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め
に
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に
来
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欄
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依
る
も
の
と
し
た
の
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と
も
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っ
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い
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あ
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が
。
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設
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は
、
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見
る
と
こ
ろ
で
は
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無
名
氏

っ
た
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ぐ
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依
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川
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こ
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L
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t
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の
で
あ
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な
ら
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、
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時
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校
却
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も
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馳
け
溜
っ
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の

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

設
問
、
古
史
一
に
鮮
明
す
る
た
め
に
、
我
々
は
決
将
起

J

什
身
の
作
品
の
中

明
}
¥
ノ
守
、
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千

j
u
ヵ
‘
.

る
例
府
を
m
hげ
る
こ
と
が
で
き
る
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郎
、
ち
、

第
六
十
四
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任
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駄
が
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V
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今
従
りに

多
情
に
よ

、ア

心

一
十
六
年
(
一
九

O
O
)
春
、
梁
啓
超
が
一
変
威

た
こ
と
を
歌
っ
て
い
る
ρ
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、
こ
じ
T

J

L

I
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l
L
J
J
H
H
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に
焔
っ
た
ロ
マ
ン
ス
を
歌
っ
た
も
の

し
て
呉
れ
た
原
地

の

出
を
知
、
る
珍
し
い
作
品
で
あ
る
。

か
一
部
詳
し
絡
え
て
、

い
つ
も
小
説
の
中
に
出
て
来
る

郎
、ち

(ま

と
住
人
陶
磁
等
、
が
位
界
を
ま
た
に
か
け
て

、
自
分
も
あ
の
よ
う
に
愛
す
る
人
と
大
空
(
世

た
一
大
ロ
マ
ン
ス

い
な
あ
と
忠
っ
た

φ

し
か
し
、
今
こ
の
ホ
ノ
ル
ル
で
佳
人
窓
珍
と
知
り
合
っ
て
か
ら
は
、
私
は
も
う
東
海
散
土
な
ん

に
し
て
も
こ
の

の
心
を
呼
び
起
こ
さ
れ
て
悩
ん
で
い
る
。

、ì~'こ
れ
は
梁
弊
超
自
身
の

に
依
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

た
と
い
う
重
要
な
確
設
に
な
る
だ
ろ
う
。
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の
日
本
語
力
が
あ
っ
た
の
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わ
る
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の
よ
う
な
エ
ピ
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あ
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。
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著
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7
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J
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誰
か
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も
な
く
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せ
、
大
い

せ
よ
う
と
い
う
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が
出
で
、
そ
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の
力
も
相
常
あ
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こ
と
だ
か
ら
と
い
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の
で
、
武
田
に
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せ
て
み
た
。
と
こ
ろ
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中
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。
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が
原
文
以
上
と
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い
う
べ

に
な
っ
て
い
た
の
で
、

に
依
頼
さ
れ
て
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て
い
た
武
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。
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